
1島原市報道資劃

平成 2 9年 1月 2 4 日

報道関係者 各位

平成 28年度長崎県公民館大会島原半島大会の開催について

標記の件について、下記のとおり開催しますのでお知らせします。

記

1 開催日及び開催場所 分科会 .2月 2
(第 1分科会)
(第 2分科会)
(第 3分科会)
(第 4分科会)
(第 5分科会)

全体会 :2月 3

2 添付資料 別紙開催要項

日 (木 )13:30~16:30

雲仙市国見町文化会館多目的ホール
島原市有明総合文化会館 2階多目的室
島原市立杉谷公民館大ホール
島原市立有明公民館大ホール
島原市有明総合文化会館大ホール
日 (金 ) 9:30~12:30

島原市有明総合文化会館大ホール

有明海にひらく湧水あふれる 火山と歴史の田園都市 島原 ◎

担当 ,島原市社会教育課 生涯学習班 担当 喜多

電話 .0957‐68‐1111( 内線 651)

E-ma11 ・shaky(@c1tysh1mabaralgjP

島原守護神 しまぱちん



1 趣 旨
公民館は、地域住民の最も身近な学習や交流の場として、活力と潤いのある地域社会の実現のた

め、大きな役割を担ってきた。しかし、近年は住民のニーズも多様化・高度化し、社会教育・生涯

学習行政のあり方についても変革が求められ、新たな局面を迎えようとしている。さらには、少子

高齢化、過疎化の進行、人間関係の希薄化等を背景として各種課題が指摘されており、地域コミュ

ニティの再構築や、家庭・地域の教育力の向上などが望まれている。

このような中、身近な学習の場であり、人づくり・地域づくりの拠点である公民館の果たす役割

はますます重要になっており、地域に活力を生み出し、次代を担う子どもたちに輝くふるさとを創

造し、引き継ぐことが喫緊の課題となっている。

そこで、県下の公民館関係者をはじめ社会教育関係者が一堂に会し、これからの地域社会におけ

る公民館活動のあり方についての研究協議を行うために本大会を開催する。

3

2 大会テーマ

副題
主 催

4 主 管
5 後 援

主題 「未来のふるさとを創造する公民館活動」
~ ひとづくり・ふるさとづくり・子どもたちに輝く未来をつなげよう !~
長崎県公民館連絡協議会 長崎県教育委員会 島原市教育委員会
雲仙市教育委員会 南島原市教育委員会
長崎県公民館大会島原半島大会実行委員会

後 援
長崎県 長崎県市長会 長崎県町村会 長崎県市町村教育委員会連絡協議会 島原市 雲仙市 南島原市

長崎県都市教育長協議会 長崎県町村教育長会 長崎県社会教育委員連絡協議会 長崎県社会教育主事等連絡

協議会 長崎県視聴覚教育連盟 (公財)長崎県老人クラブ連合会 長崎県青少年育成県民会議 (-財)長崎県

子ども会育成連合会 長崎県青年団連合会 長崎県PTA 連合会 長崎県公立高等学校PTA 連合会 (-財)

長崎県地域婦人団体連絡協議会 長崎県新生活運動協議会 (福)長崎県社会福祉協議会 長崎新聞社 西日

本新聞社 読売新聞西部本社 朝日新聞社 毎日新聞社 日本経済新聞社長崎支局 NHK 長崎放送局 NB

C長崎放送 KTN テレビ長崎 N IB長崎国際テレビ NCC 長崎文化放送 FM 長崎 島原新聞社 カボ

チャテレビ ひまわりてれび FM しまばら 0順不同)

6 期 日 平成 29 年 2月 2日 (木)~2 月 3日 (金)
7 会 場 (全 体 会) 島原市有明総合文化会館大ホール

(第「分科会) 雲仙市国見町文化会館多目的ホール
(第2分科会) 島原市有明総合文化会館2階多目的室
(第3分科会) 島原市立杉谷公民館大ホール
(第4分科会) 島原市立有明公民館大ホール
(第5分科会) 島原市有明総合文化会館大ホール

平 成 28 年 度 第 66 回

長崎県公民館大会
島 原 半 島 大 会 開 催 要 項



8 参加者
(「) 公民館関係者(公民館長、公民館主事及び職員、公民館運営審議会委員)
(2) 自治公民館関係者
(3) 教育委員会関係者(教育委員、教育長、社会教育委員、社会教育主事及び職員、学校教

育関係者、社会教育指導員、スポーツ推進委員)
(4) 社会教育関係団体関係者(PTA 、子ども会育成会、青年団体、婦人団体、高齢者団体、

青少年育成団体、文化団体、体育協会、公民館利用者団体)
(5) 生涯学習施設関係者 (図書館、文化ホール、コミュニティセンター、その他)
(6) 県・市町行政及び議会関係者
(7) 公民館利用者
(8) その他、教育、スポーツ・文化関係者
9 参加予定者数 800 名
10 日 程
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(1)第「日目 (分科会) 平成29 年2月2日 (木) 各分科会会場
受 付 「2:30~ 「3:30
分 科 会 「3:30~16:30

(2)第2日目 (全体会) 平成29 年2月3日 (金) 島原市有明総合文化会館大ホール
‐ 受 付 9:00~ 9:30

1 開会 行‐事 -1 9:30~ 「0:15
①開式のことば
②国歌斉0昌
③主催者あいさつ 長崎県公民館連絡協議会会長
④来賓祝辞 長崎県知事 長崎県議会議長
⑤歓迎のことば 島原市長
⑥表彰
⑦受賞者代表あいさつ
⑧公民館の歌斉0昌
⑨閉式
アトラクション

講 演
10:15~ 「0:30 【肥前島原子ども狂言】
「0:30~ 「2:00

講 師 内村体操教室 内村 周子 氏
テーマ 「夢を追い続けて… 」

~ 諦めない !ポジティブに !いつも元気なその秘訣~
1 閉会行事 1 「2:00~12:30
①開式
②大会宣言決議 大会事務局長
③主催者あいさつ
④公民館旗引継ぎ (次期開催地 壱岐市)
⑤次期開催地代表あいさつ
⑥万歳三0昌
⑦閉式のことば 大会副会長



11 分科会の構成
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参加申込、参加費 (資料代を含む。)の納入
参加申込希望者は、参加費 (資料代を含む。)2,500 円を添えて、各市町教育委員会へ

お申し込みください。ただし、大学生・高校生は、無料とします。
各市町教育委員会は「参加申込書」に必要事項を記入の上、 11 月 3 0日 (水) まで

に第 66回長崎県公民館大会島原半島大会事務局 (以下「現地大会事務局」という。)へ
申込と同時に参加費の振込みをお願いします。
県公民館連絡協議会理事、大会役員、分科会役割分担者の参加費は、大会本部が負担

します。
申込受付・入金確認後、現地大会事務局から1月中旬までに各市町教育委員会へ「資

料引換券」をお送りします。資料引換券は、大会当日受付にご持参ください。
参加の取消は 12 月 2 2 日 (木) までに、現地大会事務局にご連絡をお願いします。

参加費は後日返納いたします。ただし、12 月 2 6 日 (月)以降の参加の取消の場合は、
返納しかねますのでご注意ください。

振込先

=
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家庭教育と公民館 ① 家庭の教育力向上に関する学習機会や
家庭教育支援のため 情報を提供する公民館活動のあり方に
の公民館活動 (自治 つし、て
　　 　 　 　 　 　 　 　

国見町文化会館
多目的ホール

青少年教育と公民館

有明総合文化会館
2階多目的室

人権教育と公民館

杉谷公民館
大ホール

成人教育と公民館

有明公民館
大ホール

自治公民館活動

有明総合文化会館
大ホール

家庭教育支援のため
の公民館活動 (自治
公民館活動を含む。)
のあり方を考える。

青少年の健全育成と
体験活動を推進する
公民館活動 (自治公
民館活動を含む。)の
あり方を考える。

人権を尊重し、明る
い社会づくりに向け
た公民館活動 (自治
公民館活動を含む。)
のあり方を考える。

地域住民の参加を促
し、学びを育む公民
館活動 (自治公民館
活動を含む。)のあり
方を考える。

豊かな地域づくりを
担う自治公民館活動
のあり方を考える。

① 家庭の教育力向上に関する学習機会や
情報を提供する公民館活動のあり方に
つし、て

② 子育てを支援し、子どもを育むネット
ワークを広げる公民館活動のあり方に
ついて

① 地域で子どもを見守り、育てる公民館
活動のあり方について

② 地域のよさを活かし、青少年の体験活
動等を推進する公民館活動のあり方に
ついて

① 人権感覚を高め、明るい地域づくりを
めざす公民館活動のあり方について

② 共生社会の実現を目指し、人権教育を
推進する公民館活動のあり方について

① 地域住民の参加を促す公民館活動のあ
り方について

② 地域住民の学びを仕組み、学びを活か
す公民館活動のあり方につし、て

① 自治意識、連帯感を高めるための組織
運営のあり方について

② 地域の特色を生かした自治公民館活動
のあり方について

銀行名

□座名義

十八銀行 有明支店 □座番号 普通預金 「031220

第66 回長崎県公民館大会島原半島大会実行委員会

委員長 島原市教育委員会教育長 宮原照彦


